
事業の必要
性

【必要性】

①国道169号から壺阪寺の間は、概ね２車線で整備されているが、当該区間のみが

離合が困難なボトルネックとなっている

②壺阪寺の観光客は増加傾向で平成２４年度と比較すると約１．５倍に増えている。

また、高取城跡への来訪者も増加しており、観光ルートとしてのアクセス強化が必

要

③壷阪山駅から壺阪寺に至る路線バスが当該区間を運行しており、バス路線の円滑

性の確保が必要（11往復/日）

④キトラ古墳を経由する広域農道が平成24年度に当該区間付近に接続されたため、

飛鳥地域との周遊観光ルートになっている

⑤平成２７年７月に県と高取町でまちづくりに関する包括協定を締結し、Ｈ２９年３月に

「高取町土佐街道周辺および高取城跡周辺地区」における基本協定を締結しており、

高取城と土佐街道の風景を一体的に保存・整備・活用し、多くの観光客が訪れるま

ちづくりを進めるとしている。

上位計画等

事業の有効
性

（事業により
予想される
効果及び影
響）

①壺阪寺や高取城跡などの観光地へのアクセス強化
②バス路線の円滑性の確保
③周辺観光拠点との周遊観光ルートの強化
④まちづくりを支える道路ネットワークの形成

コスト縮減へ
の取組み

地元情勢等 ○高取町が地権者に事業協力を行っており、全員同意済み（地権者数４名、９筆）

他計画他事
業との関連

定

性

的

評

価

事業名 社会資本総合整備交付金事業（道路改良） 路線名等
あすか しみずたに

一般県道 明日香清水谷線

箇所名
しみずたに

高市郡高取町清水谷

【担当課：道路建設課】事業箇所総合評価シート

事

業

の

概

要

目 的 明日香清水谷線は、日本三大山城である高取城跡から国指定重要文化財がある壺阪寺
を経由し国道１６９号をつなぐ道路であり、一部区間は路線バスの運行経路となっている
が、一部区間が狭隘で車両の離合が困難な状況である。
そのため、当該箇所の整備により、ボトルネック区間を解消し、観光地へのアクセス強化
を図る。

【奈良県道路整備基本計画の位置付け】
「観光振興に資する道路整備」：観光地へのアクセス強化

事業内容 計画延長 ：Ｌ＝０．１ｋｍ

計画諸元 ：第３種４級 設計速度４０ｋｍ／ｈ 車線数 ２車線

事業内容 ：現道拡幅

着手年度 平成３０年度 完成年度 平成３４年度 全体事業費 ２００百万円

評価結果 左 の 理 由

採択 高取城跡と土佐街道など観光振興に資する事業であることから事業実施は妥当である

【担当課：道路建設課】
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明日香清水谷線
事業延長 Ｌ＝０．１ｋｍ
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凡例

：事業箇所（車道及び歩道等）

：事業箇所（重力式擁壁）

：補償物件

：写真撮影方向

明日香清水谷線（清水谷工区）
延長Ｌ＝０．１ｋｍ

０．７５ ０．７５２．７５２．７５

７．００

（人/年）

73,852

9,250

壺阪寺を始め、
観光客が増加

傾向

壺阪寺夢創館高取城跡

48,942

H24比
2.2倍

4,200

H24比
1.5倍

【高取町の観光客】


